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水期間中は堤防法面を裸地にしないこと
が必須であり，これらを基本として除草
剤及び植調剤を使用する際の以下のポイ
ントを押さえることが求められる。なお， 
除草剤及び植調剤を適用する河川の堤
防除草費用を上回らないことも重要であ
る。　 
①  堤防植生管理の目標に応じた効果的

な除草剤及び植調剤を使用すること。
② 除草剤及び植調剤は，農薬登録され

ているものを使用すること。
③  除草剤及び植調剤の散布は，家屋・

農地等の沿川土地利用等に配慮し，
系外へのドリフトを抑えること。

おわりに

河川堤防植生は，地域および河川毎
に異なる様相を呈している。除草剤や
植調剤を用いた堤防植生管理手法の導
入にあたっては，河川の特性や堤防の
植生を踏まえるとともに，沿川の土地
利用，地域住民等への十分な配慮が必
要である。今後の堤防植生管理によっ
て堤防機能の向上だけではなく，心地
よい緑地空間の創出や優れた景観の提
供等，多方面からの地域貢献ができれ
ば幸いである。
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　アゼナ科アゼナ属の一年草。関東以西のやや湿り気のある畦
や田にごく普通に生える。高さ 10cm から 15cm。葉は対生し，
長さ 1.5cm から 3cm，幅 5mm から 1cm 程度。6 ～ 7mm の
淡紅紫色のかわいい花をつける。「畔菜」とはいうが，畦より
本田に多い。筆者が学生の頃はゴマノハグサ科とされたがその
後オオバコ科に移され，2009 年の APG III でアゼナ科として
分類された。
　日本在来種であるが，古

いにしえびと

人たちの目には「畦に生える菜」と
してしか映らなかったようである。近世までの和歌や俳句に「あ
ぜ菜」が詠われたものを見いだすことはできなかった。
　近代に入って，北原白秋に「あぜ菜」を詠った歌があった。
　　つつましきひとりあるきのさみしさに
　　　あぜ菜の香すら知りそめしかな（桐の花）
　春の早朝，畦道を歩くと踏みつけられた「あぜ菜」の「香」

が鼻孔を打つ。「あぜ菜」にこんな香りがあったことを知らな
かったという白秋の心象であろうか。春の早朝はすなわち「青
春」。淡い壊れそうな透き通った青春の心象風景が広がる。
　「あぜ菜」という名前からして食べられるのだろうが，食用
として取り扱われることもない「ただの草」である。それが水
田での雑草として人々の目につくようになってきたのは，水田
で使われる除草剤の中のスルフォニルウレア系の成分に対して
抵抗性を示すものが出現してきてからであった。抵抗性の出現
で存在感を示したのも，アゼアにしてみれば想定内のことで
あったのかもしれないが，最近は，アメリカからの帰化種であ
るアメリカアゼナが幅を利かせているのも，織り込み済みのこ
とであるのだろうか。
　「畔菜」ではあるが畦より除草剤が撒かれた水田で見かける
ほうが多い。今でも，白秋はあの透き通った歌を詠むだろうか。
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